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117777名名のの誇誇りりをを胸胸にに  
 
３月19日、第79回卒業式を挙行いたし

ました。春の柔らかな日差しの中、177名の

卒業生が、住み慣れた烏山中学校の学び舎を

巣立っていきました。式典での卒業生たちの

堂々とした姿、そして体育館に響き渡った合

唱の歌声は、義務教育９年間を終えた自信

と、未

来への

決意に

満ちあ

ふれて

いまし

た。 

 

 

私は校長式辞の中で、次のような話を贈

りました。 

「皆さんの３年間を振り返ると、日々の行

動で語る『静かながらも確かな強さ』を思い

出します。当たり前のことを投げ出さずにや

り遂げる誠実さこそが、今の温かな烏山中学

校の空気を作ってきました。これから皆さん

が歩むのは、AI が答えを出す便利な時代で

す。しかし、どれほどツールが進化しても、

自らの意志で自分を磨き、変化し続ける『人

間としての歩み』を止めてはいけません。 

 スティーブ・ジョブズは『世界を変えられ

ると本気で思える人だけが、世界を変えられ

る』と語りました。世界を変えるとは、派手

な発明だけではありません。本校のスローガ

ンである『人のために動ける』姿勢を貫き、

誰かの助けになること。その誠実な一歩は、

確実に周囲の世界をより良く変えていきま

す。君たちの持つ『静かな誠実さ』を、今度

は『何かに夢中になる力』へと変えてくださ

い。自分という物語を豊かに書き換え、鮮や 

 

かに花開いていくことを強く願っていま

す。」 

学校のリーダーとして、後輩たちに素晴

らしい背中を見せてくれた卒業生に、心から

感謝します。 

 

自ら考え、形にする力     
学習展示発表会では、保護者、地域や学校

運営委員の皆様から「生徒の思考の深さと表

現の質に圧倒された」と多くのお褒めの言葉

をいただきました。それは単に作品が見栄え

良く仕上がっているからではありません。教

科の課題や部活動の制作、あるいはタブレッ

トを活用してまとめ上げたレポートなど、そ

の一つ一つの作品の向こう側に、生徒が悩

み、調べ、何度もやり直した試行錯誤の跡が

見えるからです。「なぜだろう」「もっと良

くしたい」という純粋な思いを、形にする粘

り強さ。

この、「や

り 抜 く

力」こそ

が、今の

烏中生が

持つ強み

の一つであると確信しています。 

 

 

「笑顔」と「学び」への高い支持 
 

 今年度も学校関係者評価へのご協力あり

がとうございました。学校評価委員会による

今年度の総合評価をいただきました。その要

旨をご報告いたします。 

 

総合評価の要旨 今年度の学校運営は安定

しており、重点項目の多くで目標を達成しま

烏山中だより 



 

した。特筆すべきは、生徒の「学校生活が楽

しい」「烏山中学校が好きだ」という肯定的

評価が 90％を超えている点です。また、学

習指導の核である「分かりやすい授業」につ

いても 93％という高い支持を得ており、先

生方の真摯な指導が結実していると高く評

価されました。 

 

生徒たちが自分の学校に誇りを持ち、日々

の授業に意欲的に取り組んでいることを何

より嬉しく思います。また、「学校行事の烏

中」の名の通り、行事への満足度も97％（生

徒）と非常に高く、保護者（90％）の皆様か

らも厚い

信頼をい

ただいて

いること

が確認で

き ま し

た。 

 

今後の課題 

一方で、改善すべき課題も明確になりまし

た。特に「地域との連携」や「烏山学舎」の

活動内容について、より情報発信を強化すべ

きとのご指摘をいただきました。今後は、地

域への情報発信の工夫を強化するなど、成果

がより目に見える形での運営を目指してま

いります。また、「キャリア教育」の充実や、

保護者の皆様がより学校に足を運びやすい

環境づくりにも、継続して取り組んでいく必

要があります。 

 

 感謝を込めて     
私が本校に着任し、早いもので４年の月日

が流れました。この間、私が一貫して大切に

してきたのは、「生徒が生き生きと活動し、

自らの学校に誇りをもてる学校づくり」でし

た。その根幹は常に「生徒にとってどうか」

という一点です。教職員が意欲的に指導にあ

たり、保護者・地域が「通わせたい」と思え

る学校。そして行事や部活動を通じて「たく

ましさ」を育む場所。そんな「学校として当

たり前に大切にすべきこと」を、皆様と共に

一歩ずつ積み上げてまいりました。今回の学

校評価で、９割以上の生徒が「烏中が好きだ」

と答えてくれた事は、私にとって何よりの宝

物であり、これまでの歩みを力強く支えてく

れるものとなりました。「これまでの当たり

前を疑うこと」を意識しながら、一方で守る

べき伝統や心の教育はしっかりと残す。そう

してより良い教育の在り方を探し続けた４

年間でした。時に無理なお願いもいたしまし

たが、保護者・地域の皆様の温かなご支援が

なければ、今の烏山中学校の輝きはありませ

ん。４年間、共に歩んでくださったすべての

皆様に、心より感謝申し上げます。 

 


